
健康福祉委員会資料 

（健康福祉局関係） 

１ 令和２年第６回定例会提出予定議案の説明 

 (16) 議案第１９６号  川崎市多摩川の里身体障害者福祉会館の指定管理

者の指定について 

資料１ 指定管理者指定議案に係る参考資料 

令和２年１１月１８日 

健康福祉局 
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                  資料１ 

議案第１９６号参考資料 

１ 管理を行わせる公の施設の概要 

(1) 名称 川崎市多摩川の里身体障害者福祉会館 

(2) 所在地 川崎市多摩区中野島６丁目１３番５号 

(3) 設置条例 川崎市身体障害者福祉会館条例 

(4) 設置目的 身体障害者の自立更生を援助するとともに、身体障害者福祉に

係る地域活動を促進し、もって地域における身体障害者の福祉の

増進を図ることを目的とする。 

(5) 施設の事業内容 ・障害者への助言・指導、相談業務 

・地域活動促進のための講習会等の実施 

・生活介護事業及び就労継続支援事業の運営 

・ボランティアの育成・援助 

・施設の維持管理 等 

(6) 現在の管理者 社会福祉法人 川崎市社会福祉事業団 

(7) 現在の管理運営費 ２６，２２６，８００円（指定期間５年間の平均年額） 

２ 指定管理者となる団体の概要 

名   称 社会福祉法人 川崎市社会福祉事業団

所 在 地 川崎市高津区久地３丁目１３番１号 

代 表 者 名 理事長 成田 哲夫 

設 立 年 月 昭和６１年２月１日 

基 本 財 産 

又は資本の額 

２４億１，９６０万１，７０８円 

職 員 数 

又は従業員数 

理事６名、監事２名、常勤職員７９７名 

設 立 目 的 多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよ

う創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、心身とも

に健やかに育成され、又はその有する能力に応じ自立した生活を地域社会に

おいて営むことができるよう支援することを目的とする。 

事 業 概 要 
（令和２年度）

（１）第１種社会福祉事業 

  ア 障害者支援施設の経営 

  イ 特別養護老人ホームの経営 

（２）第２種社会福祉事業

  ア 身体障害者福祉センターの経営

  イ 障害福祉サービス事業の経営

  ウ 地域活動支援センターの経営

  エ 一般相談支援事業・特定相談支援事業・障害児相談支援事業の経

   営
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  オ 老人短期入所事業の経営 

  カ 老人デイサービス事業の経営

  キ 介護保険法に基づく第１号通所介護事業の経営

  ク 介護保険法に基づく地域密着型サービス事業の経営

  ケ 老人介護支援センターの経営

  コ 保育所の経営

  サ 児童厚生施設（児童館）の経営

  シ 放課後児童健全育成事業の経営

  ス 地域子育て支援拠点事業の経営

  セ 障害児通所支援事業の経営

（３）公益事業

  ア 居宅介護支援事業の経営

  イ 地域包括支援センターの受託

  ウ 川崎市シルバーハウジング生活援助員派遣事業の受託

  エ 地域生活支援事業の受託

  オ 川崎市心身障害者総合リハビリテーション条例に基づく障害者セ

ンターの受託

決   算 
（令和元年度）

事業活動収入計     ６，５８１，３０４，８５９円 

事業活動支出計     ６，０６４，６７７，６１２円 

事業活動資金収支差額    ５１６，６２７，２４７円・・・（１） 

施設整備等収入計      １３６，８８２，４２０円 

施設整備等支出計      ３７８，７７３，０７０円 

施設整備等資金収支差額  △２４１，８９０，６５０円・・・（２） 

その他の活動収入計     ２９２，４２２，４０１円 

その他の活動支出計      ７４，３０４，８１４円 

その他の活動資金収支差額  ２１８，１１７，５８７円・・・（３） 

当期資金収支差額      ４９２，８５４，１８４円・・・（４） 

（（１）＋（２）＋（３）） 

前期末支払資金残高   ３，６３５，４０５，９３９円・・・（５） 

当期末支払資金残高   ４，１２８，２６０，１２３円 

（（４）＋（５）） 

３ 指定期間 

令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで 
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４ 選定結果 

別紙のとおり 

５ 事業計画 

項  目 事業内容 

障害者支援に対する考え

方、方向性、取組 

(1)障害者福祉団体やボランティア団体などへの活動拠点や交

流の場を提供することで、障害者一人ひとりが住み慣れた地域

において活躍できる場を保持し、その人らしい生活が送れるよ

う支援する。 

(2)各種講習会の開催や小学校等への出張講座を通して障害者

福祉の啓発活動を行うとともに、地域福祉推進の担い手となる

ボランティアの育成に積極的に関わる。 

(3)重度・重複障害のある利用者に対し、利用者の尊厳と意思

を尊重して、日課活動や行事において可能な限り意思決定でき

る場面を提供することで、利用者のニーズを確認し、実現を目

指した支援を行う。 等 

施設運営計画（提供するサ

ービスの考え方、日課等）

(1)地域福祉活動を進めるための行事・講習会等の実施及びボ

ランティアの育成 

(2)作業室における利用者への生活支援（機能訓練、日常生活

訓練、健康管理、体験の場の充実）及び活動支援（創作的活動、

身体及び感覚機能の維持向上、レクリエーション、行事） 等

他機関等との連携につい

ての考え方 

(1)市内の身体障害者福祉会館と定期的に開催される館長会議

や電話等で随時情報交換を行うことで、円滑かつ効果的な会館

運営を目指す。 

(2)作業室利用者が家族と共に充実した在宅生活を送ることが

できるよう、地域みまもり支援センター、障害者相談支援セン

ター、ヘルパー事業所と連携する。 等 

課題の把握及び重点的な

取組についての考え方 

(1) 年2回、地域の障害者団体、地区社協から構成される運営

委員会を開き、事業計画、事業報告への審議を行うことで、委

員会の意見を会館運営に反映させる。 

(2) 電話や連絡帳、送迎車乗降時の連絡事項等により、利用者

の家庭での様子、心身の状況等を確認し、家族との情報共有を

図ります。更に支援における課題の抽出を行い、解決に向けた

取り組みを実施する。 等 

その他の事業提案 (1)SNS 等を活用した福祉人材の発掘、育成への取り組み 

(2)ボランティア育成講座開催の検討 

(3)法人建築士による建物の評価検証 等 
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６ 収支計画                            (単位：千円) 

項 目 
金額（消費税及び地方消費税を含む。) 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 合 計 

 収  入 143,819 143,819 143,819 143,819 143,819 719,095

 指定管理料 25,497 25,497 25,497 25,497 25,497 127,485

 利 用 料 金 116,927 116,927 116,927 116,927 116,927 584,635

 その他の収入 1,395 1,395 1,395 1,395 1,395 6,975

支  出 129,337 129,972 130,505 130,973 131,411 652,198
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別紙 

川崎市多摩川の里身体障害者福祉会館の指定管理予定者の選定結果について 

１ 応募状況 

  応募団体：１団体（社会福祉法人 川崎市社会福祉事業団） 

２ 指定管理者選定評価委員会委員 

【学識経験者】 赤塚 光子 （元立教大学コミュニティ福祉学部教授） 

【学識経験者】 柳田 正明 （山梨県立大学人間福祉学部教授） 

【学識経験者】 行實 志都子（神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部准教授） 

【学識経験者】 渡部 匡隆 （横浜国立大学大学院教育学研究科教授） 

【財務の専門家】 内野 恵美 （公認会計士） 

３ 選定理由 

現在も指定管理者として当該施設の管理運営を行っており、事業や収支の計画も妥

当といえ、地域における身体障害者の福祉の増進を図ることを当該施設の設置目的と

する仕様書に沿った提案がなされていることから当該団体を選定した。 

（１）施設の設置目的の達成及びサービスの向上 

地域における身体障害者の福祉の増進を図るための施設という当該施設の設置目

的を十分に理解し、今までの運営実績を生かした、施設の管理運営に係る基本方針、

事業計画等について具体的な提案がなされていることを評価した。 

また、設置目的に沿ったボランティアの育成、小学生を対象とした講習会の実施な

ど具体的な事業提案がなされた点を評価した。 

（２）施設機能の発揮と管理経費の縮減 

建物の長寿命化に向けた取り組みなど、効率的な施設運営に対する考え方・方針が

明確に示されており、事業計画と整合がとれた収支計画となっている点などを評価し

た。 

（３）事業の安定性及び継続性の確保への取組 

提案された職員体制が充実しており、職員確保についての対策が明確に示されてい

る。また、職員研修の定期的な実施が予定されており、職員の資質向上に積極的な点

を評価した。 

（４）応募団体自身に関する事項 

当該施設及び類似施設の運営実績も多く、安定した施設の管理運営が見込まれるこ

とを評価した。 

（５）応募団体の取組に関する事項 

組織及び運営に関する個人情報保護等の規定も整備されており、職員研修の実施な

どの具体的な取組の提案がされていたことなどを評価した。 
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（６）その他の事項（地域における公益的な活動） 

地域の一員として清掃活動などを通じた地域への貢献、交流など、地域の中の施設

として、施設の持つ特性を地域社会の中で発揮していこうとする取り組みを評価した。 

４ 審査結果（※基準点６３０点以上） 

選定基準 配点 
(福)川崎市社会

福祉事業団 

基
準
評
価
項
目

①施設の設置目的の達成及びサービスの向上 ３５０点 ２３６点

②施設機能の発揮と管理経費の縮減 ２２５点 １３７点

③事業の安定性及び継続性の確保への取組 ２００点 １２２点

④応募団体自身に関する事項 １５０点 １０１点

⑤応募団体の取組に関する事項 ７５点 ４７点

⑥その他の事項（地域における公益的な活動） ５０点 ３２点

基準評価 合計 １０５０点 ６７５点

実績評価点（標準を0点として、加減点） ５３点

総  合  計 １０５０点 ７２８点

５ 提案額 

  年   額   ２５，４９７千円 

  指定期間計  １２７，４８５千円 
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